
門の話題長

　

３
月
10
日
（日）
、
第
２
回
仙
崎
地

区
徘
徊
模
擬
訓
練
が
行
わ
れ
、
地

区
住
民
や
消
防
、
警
察
、
行
政
な

ど
約
160
人
が
参
加
し
ま
し
た

　

訓
練
で
は
、
ま
ず
参
加
者
全
員

が
鳥
越
2
区
集
会
場
に
集
ま
り
、

訓
練
概
要
の
説
明
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
所
在
不
明
者

が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
防
災

メ
ー
ル
に
よ
り
通
知
、
住
民
は
７

人
ず
つ
の
班
に
分
か
れ
て
仙
崎
地

区
を
徘
徊
す
る
所
在
不
明
者
を
歩

い
て
探
し
ま
し
た
。
約
１
時
間
後

に
は
4
人
の
所
在
不
明
者
は
全
員

見
つ
か
り
、
反
省
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

所
在
不
明
者
役
の
参
加
者
は
、

「
優
し
く
し
て
も
ら
っ
て
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
感
想
を
述

べ
ま
し
た
。

第
２
回
仙
崎
地
区
徘
徊
模
擬
訓
練

市
民
協
働
で
訓
練
を
実
施

▲所在不明者役の参加者に優しく付き添う
▼主催は長門市と仙崎思いやりネットワーク

日
置
地
区
で
植
樹
交
流
会

緑
の
大
切
さ
を
学
び
、
育
て
る

　

３
月
５
日
（火）
、
日
置
総
合
運
動

公
園
で
植
樹
交
流
会
が
開
か
れ
、

日
置
小
学
校
３
年
生
約
50
人
が
ク

ヌ
ギ
の
苗
木
約
70
本
を
植
樹
し
ま

し
た
。
説
明
の
あ
と
、
児
童
ら
は

ス
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
、
千
畳
里
山

の
会
の
会
員
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

一
生
懸
命
作
業
し
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
、
全
員
で
記
念
撮

影
を
し
交
流
会
を
終
え
ま
し
た
。

長
門
市
か
ら
２
人
が
入
隊

高
い
志
と
誇
り
を
持
っ
て

　

３
月
14
日
（木）
、
自
衛
隊
に
入
隊

す
る
予
定
者
の
激
励
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
入
隊
す
る
の
は
、
陸
上

自
衛
隊
の
南
野
雅
さ
ん
と
、
海
上

自
衛
隊
の
山
下
達
朗
さ
ん
で
す
。

　

南
野
さ
ん
は
「
仲
間
と
と
も
に

精
一
杯
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
山
下
さ
ん
は
「
長
門

魂
を
忘
れ
ず
に
訓
練
に
励
み
ま

す
」と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

▼記念品を受ける山下さん（右）と南野さん ▼主催は林業研究グループ千畳里山の会
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な
が
と
成
長
戦
略
検
討
会
議
が
提
言
書
を
提
出

産
業
振
興
の
指
針
ま
と
ま
る

　

３
月
15
日
（金）
、
長
門
市
役
所
市

長
室
で
、「
な
が
と
成
長
戦
略
検

討
会
議
提
言
書
」
が
同
会
議
の
内

田
委
員
長
か
ら
大
西
市
長
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
が
と
成
長
戦
略
検
討
会
議

は
、
市
外
の
有
識
者
か
ら
長
門
市

の
産
業
振
興
の
起
爆
剤
と
な
る
べ

き
意
見
を
い
た
だ
き
、
低
迷
す
る

本
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
林
水

産
業
、
観
光
業
の
状
態
を
打
破
す

る
た
め
に
組
織
さ
れ
、
24
年
度
は

３
回
会
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

提
言
書
を
提
出
し
た
内
田
委
員

長
は
、「
長
門
は
地
域
資
産
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
い
う
の
が
一
致
し

た
意
見
。
長
門
な
ら
で
は
の
取
り

組
み
を
意
識
を
高
く
持
っ
て
進
め

て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

▲内田委員長から提言書が手渡される
▼提言について、市長・副市長・幹部職員へ説明

３
高
校
か
ら
大
津
緑
洋
高
校
へ
の
継
承
式

歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
ぎ
発
展
を

　

３
月
１
日
（金）
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が

と
で
、
大
津
高
校
・
日
置
農
業
高

校
・
水
産
高
校
か
ら
大
津
緑
洋
高

校
へ
の
継
承
式
が
行
わ
れ
、
３
校

の
生
徒
や
教
職
員
、
来
賓
な
ど
約

750
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
高
校
が
最
後
の
卒
業
式
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
に
継
承

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
3
校
の
校
長
が
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
の
歴
史
に
つ
い
て
ふ

れ
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
の
歴
史

と
伝
統
は
、
大
津
緑
洋
高
校
に
引

き
継
が
れ
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
校
の
校
旗
が
大
津

緑
洋
高
校
の
１
期
生
で
あ
る
現
在

の
２
年
生
の
代
表
に
手
渡
さ
れ
、

継
承
式
を
終
え
ま
し
た
。

海
上
交
通
安
全
祈
願
祭

交
通
の
安
全
と
繁
盛
を
祈
る

　

２
月
24
日
（日）
、
仙
崎
の
青
海
島

観
光
汽
船
で
、
海
上
交
通
安
全
祈

願
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

祈
願
祭
は
、
観
光
船
な
ど
海
上
交

通
の
安
全
を
祈
願
す
る
も
の
で
、

仙
崎
の
八
坂
神
社
宮
司
に
よ
り
安

全
祈
願
神
事
が
行
わ
れ
、
従
業
員

と
関
係
者
合
わ
せ
て
約
20
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

祈
願
祭
の
神
事
が
終
わ
る
と
、

事
前
に
応
募
し
た
人
た
ち
が
乗
船

し
ま
し
た
。
山
口
県
内
各
地
か
ら

子
ど
も
を
含
む
104
人
が
参
加
し
、

７
隻
に
分
か
れ
て
海
上
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
し
た
。

　

観
光
船
に
乗
り
込
ん
だ
人
た
ち

は
海
上
か
ら
の
眺
め
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
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萩
山
口
信
用
金
庫
か
ら
の
寄
付
金
贈
呈
式

地
域
へ
の
応
援
、
届
く

　

３
月
８
日
（金）
、
長
門
市
役
所
で

萩
山
口
信
用
金
庫
か
ら
市
へ
の
寄

付
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
10
月
か
ら
今
回
で
６

回
目
と
な
る
こ
の
寄
付
金
は
、
約

14
万
円
。
萩
山
口
信
用
金
庫
の
藤

井
伸
榮
理
事
長
は
「
有
効
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
大
西
市
長
に
寄

付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

サ
ル
被
害
防
止
対
策
研
修
会

効
果
的
に
サ
ル
被
害
を
防
止

　

３
月
８
日
（金）
、
サ
ル
に
よ
る
被

害
が
深
刻
な
油
谷
地
区
で
サ
ル
被

害
防
止
対
策
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
地
区
住
民
ら
約
30
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
山
口
県
農

林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
と
、
山
口

市
仁
保
地
区
鳥
獣
被
害
対
策
協
議

会
に
よ
る
研
修
が
行
わ
れ
、
サ
ル

の
生
態
や
習
性
と
そ
れ
に
対
応
す

る
た
め
の
効
果
的
な
追
い
払
い
方

法
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
追
い
払
う
際
に
使
う

花
火
の
発
射
の
方
法
や
、
サ
ル
接

近
警
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
説

明
が
実
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
サ
ル
へ
の
対
応
方

法
に
つ
い
て
、
認
識
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

写
真
愛
好
家　

三
浦
玲
子
さ
ん
が
写
真
集
を
寄
贈

野
生
動
物
の
写
真
か
ら
学
ぶ

　

３
月
13
日
（水）
、仙
崎
小
学
校
で
、

三
浦
玲
子
さ
ん
の
写
真
集
の
寄
贈

式
が
行
わ
れ
、
仙
崎
小
学
校
全
児

童
と
三
浦
さ
ん
の
同
級
生
ら
合
わ

せ
て
約
300
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

三
浦
さ
ん
は
、
仙
崎
小
・

中
・
大
津
高
校
の
卒
業
生
で
、

２
０
０
０
年
か
ら
本
格
的
に
写
真

撮
影
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
た
び

「
野
生
の
鼓
動
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ａ
」
を
出
版
、
市
内
の
全
小
中
学

校
と
図
書
館
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
式
で
本
を
三
浦
さ
ん
か
ら

贈
ら
れ
た
６
年
生
の
上
田
明
日
香

さ
ん
は
、「
い
つ
ま
で
も
み
ん
な

で
本
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
感
謝

の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
支
援
を
続
け
よ
う
！

主
な
支
援
活
動
の
状
況

■
募
金
（
３
月
12
日
現
在
）

◆�

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部

長
門
市
地
区
（
市
福
祉
課
）

　

２
１
、０
６
５
、７
９
６
円

◆�

山
口
県
共
同
募
金
会
長
門
支

会
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

５
、２
３
７
、３
８
１
円

　

日
本
赤
十
字
社
、
共
同
募
金
会

と
も
、
募
金
期
間
が
、
平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で
再
度
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
復
興
に
は
支
援
が
必

要
で
す
。
引
き
続
き
温
か
い
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す

�

市
民
会
議
事
務
局

　
　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

℡
23�

-

１
２
４
５

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
係
る

　
　
　
　
　
被
災
者
支
援
長
門
市
市
民
会
議
か
ら

▼児童らに寄贈した写真集の説明をする三浦さん（中央）

▲サルを撃退するための花火の発射を試す
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憧
れ
の
布
に
囲
ま
れ
た
生
活

　

子
ど
も
が
幼
稚
園
に
入
園
し
、

自
分
の
時
間
が
持
て
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
ろ
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
に

囲
ま
れ
た
生
活
を
送
る
ア
メ
リ
カ

の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
目
に
と
ま
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
25
年
間
、
布

と
見
つ
め
合
う
生
活
を
送
り
続
け

て
い
ま
す
。

集
う
こ
と
が
楽
し
み

　

平
成
３
年
に
現
在
の
グ
ル
ー
プ

を
発
足
。
毎
週
水
曜
日
の
10
時
か

門の長

布
に
囲
ま
れ
た
生
活
で

　
　
　
　

人
生
を
実
り
あ
る
も
の
に

　
　
　
　

  

キ
ル
ト
サ
ー
ク
ル
ゆ
う　
　

西
川 
和
江 

さ
ん

　

４
月
20
日
（土）
、
21
日
（日）
の
２
日
間
、
第
35
回
中
央
公
民
館
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
長
門
市
中
央
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
団
体
が
、
普
段
の

活
動
の
成
果
を
発
表
し
よ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、展
示
部
門
に
29
団
体
。
ス
テ
ー
ジ
部
門
に
29
団
体
が
参
加
。

西
川
さ
ん
た
ち
「
キ
ル
ト
サ
ー
ク
ル
ゆ
う
」
の
メ
ン
バ
ー
は
現
在
、
一

年
間
制
作
し
て
き
た
作
品
の
総
仕
上
げ
に
入
っ
て
い
ま
す
。

ら
16
時
ま
で
15
人
の
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
り
活
動
し
て
い
ま
す
。
年
齢

層
は
広
く
、50
代
か
ら
80
代
ま
で
。

家
な
ら
行
き
詰
ま
る
作
業
も
み
ん

な
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
作
業
す

れ
ば
前
へ
進
め
る
。
こ
の
場
所
に

集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ

と
が
、
今
い
ち
ば
ん
の
楽
し
み
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

無
限
に
広
が
る
可
能
性

　

恐
れ
ず
に
様
々
な
色
を
組
み
合

わ
せ
る
の
が
西
川
流
。
思
い
が
け

な
い
効
果
が
生
ま
れ
、
無
限
に
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
魅

力
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

好
き
な
こ
と
が
人
の
た
め
に

　

学
校
や
公
民
館
の
活
動
に
協
力

す
る
機
会
が
あ
り
感
謝
さ
れ
ま
し

た
。
手
の
動
く
限
り
は
、
地
域
や

人
々
の
役
に
立
て
た
喜
び
を
か
み

し
め
な
が
ら
、針
を
手
に
し
ま
す
。

▲展示される作品の数々


